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会   議   録  （要旨） 

 

会 議 名 行政評価委員会 第９回補助金等審査分科会 

開 催 日 時 平成２７年２月６日（金） 午後２時から午後２時４８分 

開 催 場 所 庁舎３階委員会室 

出席者及び 

欠 席 者 

（行政評価委員） 

出席者：平山委員、伊藤委員、栗原委員 

欠席者：村山委員、湊委員 

（部長職） 

出席者：田辺企画部長、横澤住民部長、村野福祉部長、田中都市整備部長、

坂内教育部長 

（説明員） 

２６審査－２：臼井環境課長 

２６審査－３：横沢高齢課長、並木高齢係長 

２６審査－４：笹井産業課長 

２６報告－２：長谷部都市計画課長 

（事務局） 

村山企画課長、杉本企画係長、企画係赤石 

配 付 資 料 資料１、資料２、資料３、資料４、資料５ 

議 題 議題１ 補助金等審査 

２６審査－２ 資源物回収団体奨励金 

２６審査－３ 瑞穂町寿クラブ連合会設立５０周年記念事業補助金 

２６審査－４ 産業見本市等出展支援事業補助金 

２６報告－３ 瑞穂町特定緊急輸送道路沿道建築物耐震診断補助金 

       瑞穂町特定緊急輸送道路沿道建築物耐震補強設計補助金 

       瑞穂町特定緊急輸送道路沿道建築物耐震改修補助金 

傍 聴 者 なし 
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審 議 経 過 

 

（主な意見等を

原則として発言

順に記載。同一

内容は一つにま

とめた。） 

午後２時５分 

 

 

 

午後２時９分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 開会 

平山分科会長により会議の公開についての説明が行われ、会議が進められ

た。 

２ 議題 

 村山企画課長により会議の成立、会議時間、会議資料についての説明が行

われた。 

 

※ここからは平山分科会長により議事が進められた。 

 

議題１「補助金等審査」 

 

２６審査－２ 

資源物回収団体奨励金 

○審査案件についての説明要旨 

（臼井環境課長） 

○審査案件についての説明要旨 

※説明員（臼井環境課長）から資料２補助金等の創設に係る審査書「資源物

回収団体奨励金」に基づき、事業概要の説明が行われた。 

 

○各委員からの意見及び事前質問並びに説明員の回答 

（伊藤委員） 

 町内で一升瓶の回収をしているが、対象になるか。 

（臼井環境課長） 

 瓶は対象になっていない。 

（事前質問） 

 現在登録している団体（町内会、子供会それぞれ）はどのくらいあるのか。 

（臼井環境課長） 

 平成２６年度は３８団体、うち町内会が１４団体、子供会が２４団体であ

る。 

 （事前質問） 

 昨年度の新聞・雑誌・段ボールのそれぞれの回収実績数量と交付金額を教

えてほしい。 

（臼井環境課長） 

 新聞が２０１，６８０ｋｇ、雑誌が４７，８５０、段ボールが１０２，０

１５ｋｇ、合計で３５１，５４５ｋｇの回収量。要した奨励金の交付額は３，

５１５，４５０円。 

（事前質問） 

 来年度の全見込交付金額はいくらか。うちアルミ缶の予算額はいくらにな

るか。 

 



- 3 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後２時１６分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（臼井環境課長） 

 見込み額は、平成２７年度において、紙類で３，９２７，０００円、アル

ミ缶は４５，１００円、合計で３，９７２，１００円と同額で考えている。 

 

○各委員からの意見聴取 

（伊藤委員） 

 資源回収の対象品目を増やしていくという点で賛成。 

（栗原委員） 

 環境と子どもたちのためになると思われるので賛成。 

（平山委員） 

 ただ今の意見を整理すると、賛成が３人である。 

 それでは、この結果をもとに、本日、委員の皆様からの意見をまとめたも

のを添えて町長に報告したい。 

 

２６審査－３ 

瑞穂町寿クラブ連合会設立５０周年記念事業補助金 

○審査案件についての説明要旨 

 ※説明員（横沢高齢課長）から資料２補助金等の創設に係る審査書「瑞穂

町寿クラブ連合会設立５０周年記念事業補助金」に基づき、事業概要の説明

が行われた。 

 説明中、当資料の規定等中、瑞穂町補助金等交付規則第６条とあるところ

の第６条を削除し、事業概要中、記念誌発行（１，５００部作成）とあると

ころ、１，５００部を１，０００部に修正した。 

 

（事前質問） 

 寿クラブの数及びそれぞれの会員数はどのくらいか。 

（横沢高齢課長） 

 １９クラブ、８９３名である。 

（事前質問） 

記念誌及び講演会等のアトラクションの内容はどのようなものを予定して

いるか。 

（横沢高齢課長） 

 今後、実行委員会で具体的に検討する予定。前回４０周年の時と同様に考

えている。 

（事前質問） 

 以前に周年記念事業に補助金を交付した際の金額はいくらか。 

（横沢高齢課長） 

 前回、４０周年記念式典の際に、同様の１００万円の補助を出している。 

（伊藤委員） 

４０周年記念時と同様に考えているようだが、４０周年記念時とは違った 
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午後２時２８分 

 

 

 

ことを実施するという考え方は持っているか。 

（横沢高齢課長） 

 実行委員会として、記念冊子の編集委員会やアトラクションの委員会で、 

今後決定していく予定である。 

（伊藤委員） 

 実行委員会に役場の職員は含まれるか。 

（横沢高齢課長） 

 含まれない。 

（伊藤委員） 

 あくまで自主的な参加と運営となるか。 

（横沢高齢課長） 

 そのとおりである。 

（伊藤委員） 

 送迎用バスに福祉バスの活用などは可能か。 

（横沢高齢課長） 

 バスについては、福祉バスの見直しをし、スカイホールへ上がれる設定を

考えている。来年の１０月にはなるべく福祉バスについても使っていただき

たいと考えている。 

（栗原委員） 

 ４０周年時には講演会やアトラクションはどのようなことを行ったのか。 

（横沢高齢課長） 

 講演会は、総合人間研究所所長による「若さと長寿を保つ健康テクニック」

と題して行った。アトラクションは、舞踊や歌謡、瑞穂青少年楽団の演奏等

を行った。 

 

○各委員からの意見聴取 

（伊藤委員） 

 今後の高齢化社会を考えると、高齢者活動の発展につながればよいと思う

ので、賛成。 

（栗原委員） 

 高齢者の元気の維持は地域の宝だと考えるので、賛成。 

（平山委員） 

 ただ今の意見を整理すると、賛成が３人である。 

 それでは、この結果をもとに、本日、委員の皆様からの意見をまとめたも

のを添えて町長に報告したい。 

 

２６審査－４ 

産業見本市等出展支援事業補助金 

○審査案件についての説明要旨 

（笹井産業課長） 
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 ※説明員（笹井産業課長）から資料４補助金等の創設に係る審査書「産業

見本市等出展支援事業補助金」に基づき、事業概要の説明が行われた。 

 

（事前質問） 

 今まで法人や個人から要望があったか。 

（笹井産業課長） 

 これまでに産業見本市等に出展した企業の方から、補助金は出ないのかと

要望があった。また、今年度、企業訪問しそれぞれが抱える課題を聞き取る

事業をしているところ、販路拡大の手段として出展費用の補助があれば出展

を検討したいという声があった。 

（事前質問） 

 見本市等は制限や条件はあるか（国内出展のみ等）。 

（笹井産業課長） 

 中小企業者が自社の製品や技術を周知・宣伝し、販路開拓に結び付くため

の受注拡大を図るという意味から、国内外の見本市等へ出展するためのもの

と考えているので、国内に限る等の制限はない。 

 

（平山委員） 

 本補助事業は、町内に限らず東京ビッグサイト等の見本市に出展する場合

の費用を補てんするというイメージでよいか。 

（笹井産業課長） 

そのとおりである。 

（平山委員） 

 今後、瑞穂町単独でこのような見本市を開催する予定はあるか。 

（笹井産業課長） 

 現在、その予定はない。 

（平山委員） 

 見本市等出展の効果というのは、わかりやすい例で言えば、事業所得が増

えて、町民税が増えるという結果として検証されるのか。 

（笹井産業課長） 

 最終的にはそのような検証が望ましいが、実施後６か月を目処に、出展し

た業者に対する受注、問い合わせの数、名刺交換等、そのようなものがどの

程度あったのかによって効果の程度を検証するつもりでいる。 

（栗原委員） 

 複数回利用できるのか。 

（笹井産業課長） 

 複数回利用可能だが、初めてこの補助金を利用する事業者を優先するよう

に考えている。 

（伊藤委員） 

 要望を出している事業者数はどのくらいあるのか。 
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午後２時３９分 

 

 

 

 

 

 

（笹井産業課長） 

 ２から３者である。 

（伊藤委員） 

 今後、積極的にこの事業を周知していくのか。 

（笹井産業課長） 

 その予定である。 

（伊藤委員） 

 企業訪問というのは、どのように行っているのか。 

（笹井産業課長） 

 週１回程度。アポイントメントが取れた事業者へ１時間程度の時間をいた

だいている。 

 

（田辺企画部長） 

 効果検証について、３年程度を目処にするということであれば、平成２９

年度の終わりには、継続するのか廃止するのかの判断が必要となるので、実

施から２年半程度の期間で効果を検証してほしい。 

 

○各委員からの意見聴取 

（伊藤委員） 

 企業や個人事業者の企業の魅力のＰＲにつながるものに期待するので、賛

成。 

（栗原委員） 

 産業振興に貢献すると思うので賛成。 

（平山委員） 

 瑞穂町は製造業が多い中、技術力をアピールする場への出展について、費

用面で躊躇していた企業への後押しをする機会になればよいと思うので賛

成。 

 

ただ今の意見を整理すると、賛成が３人である。いかがか。 

 それでは、この結果をもとに、本日、委員の皆様かの意見をまとめたもの

を添えて町長に報告したい。 

 

 

２６報告－３ 

瑞穂町特定緊急輸送道路沿道建築物耐震診断補助金 

瑞穂町特定緊急輸送道路沿道建築物耐震補強設計補助金 

瑞穂町特定緊急輸送道路沿道建築物耐震改修補助金 

○審査案件についての説明要旨 

（長谷部都市計画課長） 

○各委員からの意見及び質問並びに説明員の回答 
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午後２時４８分 

（事前質問） 

 各道路で対象となっている建築物の数及び実施済率をそれぞれの補助対

象別で知りたい。 

（長谷部都市計画課長） 

 対象建築物の数は１２件。自己都合による取り壊しにより３件減少してい

る。 

 耐震診断補助実績は、２件実施。今年度は３件、累計で５件。１２件中５

件、４１．７％となる。自己取り壊し分の３件も計上すると、１２件中８件、

６６．７％となる。 

 耐震補強（設計）補助実績は０件。 

 耐震回収補助実績は１２件中４件、３３．４％となる。 

 

３ その他 

 特になし 

 

閉会 

 


